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一
月
十
六
日
（
土
） 

ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
大
阪
ガ
ス(

株)

地
域
共

創
グ
ル
ー
プ
の
岡
崎
邦
男
さ

ん
と
北
村
衣
江
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
２
８
名
の
参
加
で

セ
ン
タ
ー
講
座
～
そ
の
時
、

あ
な
た
を
守
れ
る
あ
な
た
に

な
ろ
う
～
「
考
え
る
防
災
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

「
コ
ン
ロ
が
使
え
な
い
時

ど
う
や
っ
て
料
理
に
火
を
通

す
？
」
「
地
震
で
食
器
が
割

れ
て
料
理
を
入
れ
る
容
器
が

な
い
。
代
わ
る
も
の
は
？
」

「
暖
房
器
具
が
使
え
な
い

中
、
夜
の
冷
え
込
み

で
、
と
て
も
寒
く
て

寝
ら
れ
な
い
。
ど
う

す
る
？
」
と
い
っ
た
、
大
災

害
発
生
後
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
）
が

使
え
な
い
状
況
で
も
、
強
く

生
き
抜
く
知
恵
や
知
識
等

を
、
ク
イ
ズ
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
そ
し
て
、
と
て
も

わ
か
り
や
す
い
ア
イ
デ
ア
満

載
の
教
材
冊
子
を
通
し
て
学

習
し
ま
し
た
。 

 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て

も
触
れ
、
「
在
宅
避
難
」
す

る
場
合
の
３
条
件 

①
自
宅
が

安
全
な
場
所
に
あ
る
こ
と

（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確

認
）
②
自
宅
が
高
耐
震
性
で

あ
る
こ
と 

③
家
具
の
転
倒
防

止
策
が
で
き
て
い
る
こ
と 

を
学
び
ま
し
た
。 

           

 
 

          

実
践
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
、
参
加
者
全
員
が
チ
ラ
シ

を
利
用
し
た
紙
食
器
（
ラ
ッ

プ
を
重
ね
て
使
用
す
る
）

や
、
新
聞
紙
を
折
っ
て
ス

リ
ッ
パ
を
作
り
、
災
害
時
に

実
際
に
役
立
つ
工
夫
と
し

て
、
大
好
評
で
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
災
害
対
応
レ
シ

ピ
と
し
て
、
講
師
が
お
湯
の

入
っ
た
水
筒
で
パ
ス
タ
作
り

を
実
演
さ
れ
る
な
ど
、
身
近

な
物
を
使
っ
て
災
害
を
乗
り

切
る
方
法
を
学
ぶ
と
と
も

に
、
あ
ら
た
め
て
防
災
に
向

き
合
う
充
実
し
た
講
座
で
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

   
 

 

           
 

 

 
 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
知
恵

と
工
夫
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
止
ま
っ
た
生
活
を
乗
り
切

ろ
う
と
い
う
話
が
参
考
に

な
っ
た
」
「
ク
イ
ズ
形
式
で

わ
か
り
や
す
く
、
考
え
る
セ

ミ
ナ
ー
で
よ
か
っ
た
」
「
こ

の
よ
う
な
講
座
を
、
他
の
人

に
つ
な
い
で
い
く
事
が
大
事

だ
と
思
う
の
で
、
継
続
的
に

開
催
し
て
欲
し
い
」
な
ど
多

く
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
、
一
月
十
六
日

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
２
６
年
と
な
る
前
日
。 

 

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

は
今
後
も
継
続
し
て
「
防
災

教
室
」
を
開
催
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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「
考
え
る
防
災
教
室
」
を
開
催 



 今後の予定（２月１５日～３月１４日） 

※記事作成時点での予定です。新型コロナウイルスの感染 

 状況により、変更になる可能性があります。 

 ２/２１（日） 笠縫学区被害状況報告訓練 

 ２/２６（金） まちづくり協議会 運営委員会 

 ３/ ４（木） 笠縫みまもり隊 情報交換会 

 ３/１３（土） 笠縫学区自治連合会 定例会 

 

  

  

   

 

  

 

 笠縫学区まちづくり協

議会では、健康寿命（健

康で長生き）を延ばすた

め、平成３０年度から、

医師による健康相談や、

体操・体組成測定等で自

分の体を知り、生活習慣

の改善の機会とする健康

のまちづくり事業「かさ

ぬい健康フェスタ」を開

催しています。 

 今年度はコロナ禍のた

め、開催に代えて、健康

寿命を延ばす秘訣をコン

パクトにまとめたリーフレット（Ａ3 二つ折り）

【かわら版】「かさぬい健康フェスタ」を発行

し、今月、学区のみなさんにお配りします。 

 ぜひ、このリーフレットを活用して、学区全体

で健康寿命を延ばしましょう。  

 健康長寿の秘訣がここに！ 

【かわら版】 

かさぬい健康フェスタ 

シクラメン 
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 ふるさと記憶絵図 ついに完成 

 １月２２日（金） まちづくりセンターにおいて、

第４回の防災対策委員会を開催しました。 

 今回は、検討を進めてきた、災害発生時の初動期

における町内会や学区災害対策本部（災対本部）の

役割が有効に機能するかを検証するための実働報告

訓練、「笠縫学区被害状況報告訓練」について、２

月２１日（日）に実施することを再確認し、下記３

点の具体的事項について協議しました。 

 ① 災対本部体制と行動 

   ■本部長 …意思決定 

   ■副本部長 …情報収集班/応援調整 

          班の情報に基づく状況分析・対応検討 

   ■情報収集班 …各町内会からの被 

          害報告の収集 

   ■応援調整班 …被害町内会からの 

          応援要請と応援出動する町内会との連絡調整 

   ●事務局 …災対本部支援 
        
 ② 町内会の動きと流れ 

   地震発生→町内会防災役員による災対本部への 

   被害報告→被害町内会の応援要請・応援する町 

   内会の現場出動→訓練終了後の意見交換 
 
 ③ 被害状況報告訓練シナリオ 

   時系列での各担当ごとの報告内容 

 第４回 防災対策委員会を開催 

 １月２９日（金） 令和２年度まちづくり協議会第

３四半期の会計監査が実施されました。 

 中村会計・事務局会計担当者出席のもと、監事２

名による監査の

結果、適正に処

理されているこ

とが確認されま

した。 

 まち協 第３四半期 会計監査を実施 

 かわら版 

笠縫学区健康のまちづくり推進委員会 

全戸配布します！ 

           主催：笠縫学区防災対策委員会 

誰一人取り残さないために！ 

 ■日時：２ 月２１日 （日） 9：00～12：00 

 ■実施地域：笠縫学区全町内会 

 ■災害対策本部：笠縫まちづくりセンター 

     ※今回は新型コロナウイルス感染拡大防止の為、参加 

        対象者を限定して実施いたします。 



３ 
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＊自分の生活の中で「ふつう・あたりまえ」と思っていることが、実はそうではなく、そ

のことで困っている人たちがいることを知り、自分自身の意識を再認識した。 

＊「知らない」「自分とちがう」ところから「排除」や「差別」が生まれる。「自分も含

め様々な人がいる、様々な生き方がある」ことが「ふつう・あたりまえ」になることが

大切ではないか。 

＊私たちは、不安に感じるものを遠ざけたり、排除してしまいがちである。また今回、

（新型コロナウイルス感染症に関わる）情報量が多すぎて、その情報が正確なものであ

るかも不確かである。 

＊感染者や医療関係者の立場に立ったものの考え方ができているのか考えることが大切で

ある。 

 現実に目を向けることで、社会の中にある不合理に気づく機会になります。 

学びをとおして「ほっておいても差別はなくならない」ことを改めて考えた町内会

も多くありました。 

 また、新型コロナウイルス感染症に関わる差別についても考えました。 

 改めて「“わたし”は当事者の立場に立ったものの見方ができているのか」一人

ひとりがふり返りたいと思います。 

 取り組んだからこそ見えてきたものを総括し、「財産」として次年度へつなぎた

いと考えます。『確かな学びの機会を継続する』ことで『誰もが暮らしやすい社

会』をめざしたいものです。 

 このように、自分自身の意識を見つめ、そこ

から社会の現実に目を向ける機会となったこと

は成果のひとつです。 

 このような意見も出されました。感染の不安は誰もが抱く感

情です。けれどもその不安や生活のストレスを他者への「攻

撃・排除」として向けることの影響についても考えました。 

町内学習懇談会総括資料（草津市人権センター）より抜粋 

１月３０日（土）に開催を予定しておりました、笠縫学区同和教育推進協議会主

催の総括研修会は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止になりました。 

今年度の町内学習懇談会は、例年通りの開催ではなく、『確

かな学びの機会を継続する』ことに重点を置き、各町内会が開

催の仕方等を工夫し、取り組みをすすめたところです。 

ここでは、今年度、市内全学区の総括のまとめを、人権セン

ターからいただきましたので掲載します。 

「めざめ第４３集」のＤＶＤをもとにした懇談会では、わた

しの「ふつう・あたりまえ」に再度立ち止まり考えました。 

町内学習懇談会の総括 
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「
笠
縫
み
ま
も
り
隊
」
は

青
少
年
育
成
学
区
民
会
議
が

お
願
い
し
て
い
た
「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
、
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
地
域
安
全
部
会

が
担
当
す
る
「
み
ま
も
り

隊
」
と
し
て
、
引
き
継
い
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

「
み
ま
も
り
隊
」
の
皆
さ

ん
に
は
、
通
学
時
に
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
歩
い
た
り
、

交
差
点
に
立
つ
な
ど
し
て
、

雨
の
日
も
寒
い
日
も
、
登
下

校
時
の
児
童
た
ち
の
安
全
を

見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
の
ご
支
援
が
必
要
で

あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
こ
の
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

  
 

 

４ 

笠
縫
み
ま
も
り
隊
の
活
動 

琵
琶
湖
の
「
し
ぶ
き
こ
お
り
」
投
稿 

 

そ
の
日
は
と
て
も
寒
く
、
琵
琶

湖
畔
に
行
く
と
打
ち
寄
せ
ら
れ
た

波
が 

 

草
や
木
に
か
か
り
、
ま
る
で
布

を
か
ぶ
せ
た
様
に
カ
ー
テ
ン
の
様

に
凍
っ
て
い
ま
し
た 

 

気
温
、
風
、
波
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
一
致
し
な
い
と
表
れ
な
い
現

象
と
か
自
然
の
神
秘
に
感
動
し
ま

し
た
。 

一
月
九
日
撮
影 

井
上 

笠縫まちづくりセンター  

０７７ー５６２ー００７１ 


